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　　　　　　　　　新大塚公園廃止計画案についての面談の要望

平成18年5月19日付け１８文教改改第46号にて青山教育改革担当部長より区長が五中･七中の統合計画について当面教育委員会の対応を見守りたい由のご回答をいただきました。

しかし、本日お手紙を持参いたしました主旨は、改めて「新大塚公園を守る会」との面談を是非実現してほしいとの強い要望にあります。

　5月20日の街かど対話で区長は学校統合問題は教育委員会の所管であるため、そのことについて意見を言う立場にないと述べられました。しかし、区有財産の管理は区長部局の所管であります。また、五中・七中の統合校を新大塚公園に建てる案はまず、政策調整会議で了承されて教育委員会の審議に付されたものであることはご承知のとおりであります。即ち、この案は区長と教育委員会が一体となって推し進めようとしているものであり、区長ご自身にも説明責任があることは明らかです。

　「新大塚公園を壊してはならない」と言う強い思いを多くの区民(16,000名以上)が共有していることを先の対話でお伝えしました。さらに、私どもの会には、地域社会のつながりからどうしても表立って活動できない地元住民から、「新大塚公園を無くしたら末代の恥。我々は活動できないが、ぜひ頑張ってほしい。」と多くの声が寄せられ、母親たちは、「小さい子どもたちを毎日遊ばせている。遠い教育の森までは出かけられない。」と涙をうかべて訴えて来られます。新大塚公園廃止に反対する声は今は区民のみならず、他区民･市民にまで広く波及しております。

こうした区内外の多くの声に応え、区長が新大塚公園廃止計画についてその説明責任を果たされますよう、「新大塚公園を守る会」との面談の早期実現を重ねてお願いいたします。
ご返事を5月29日までにいただければ有難く存じます。
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